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午後１時 01分開会 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから「第４

回スマート東京 TOKYO Data Highway戦略推進協議会」を開会いたします。 

 本日の会議は Web会議で開催し、YouTubeで同時配信しております。 

 それでは、本日ご出席の委員をご紹介いたします。 

 慶應義塾大学教授で、この会議の座長であります、村井純先生です。 

○村井座長 村井です。よろしくお願いします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科教授で、

委員の大川恵子先生です。 

○大川委員 大川です。よろしくお願いします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 同じく委員の、東京大学生産技術研究所教授、大口敬先

生です。 

○大口委員 大口と申します。よろしくお願いいたします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授

の佐藤雅明先生です。 

○佐藤委員 佐藤と申します。よろしくお願いいたします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 株式会社ロフトワーク共同創業者で、取締役会長の林

千晶先生です。 

○林委員 林です。よろしくお願いします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 東京都副知事の宮坂学です。 

○宮坂委員 宮坂です。よろしくお願いします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 会議の事務局は、デジタルサービス局でございます。 

 デジタルサービス局長の寺﨑久明です。 

○寺﨑デジタルサービス局長 寺﨑です。よろしくお願いいたします。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 申し遅れましたが、私はネットワーク推進担当部長の

芹沢と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ここからの進行は、座長の村井先生にお願いしたいと思います。村井先生、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○村井座長 それでは、座長を仰せつかりました、慶応大学の村井です。それでは、協議会

を開始したいと思います。 
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 最初ですけれども、宮坂委員から東京都の取組というのをご紹介いただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○宮坂委員 時間がたっておりますので、現状の報告を少しさせてもらいたいと思います。 

 まず我々がやりたいことを１枚のチャートで表現をしてみました。デジタルの力で行政

サービスの品質を上げたいと思っています。 

 これまでアナログの力を中心に都民にいろいろな行政サービスを届けたわけでございま

す。これはこれでしっかりと品質改善をしてもっとよくしていきたいわけでありますけれ

ども、併せてデジタルの力を使ってもっと便利なサービスを提供したいと思っています。 

 三つの柱で構成されていまして、一つ目がつながる町をつくろうと、そして我々の全ての

局の都民向けサービスにデジタルを使っていこうと、三つ目が我々の働き方とかそういっ

たものをデジタルにしていこうという、三つの柱になっています。 

 一つ目、今日の会議の主題にもなるわけでございますけれども、Tokyo Data Highwayと

いうふうに、我々はこの「電波の道」で「つながる東京」をつくろうということを読んでい

ます。「いつでも」、これは災害のときでも、「誰でも」、これはどんなところに住んでいらっ

しゃる方とか、障害のある方も含めてなのですけれども、「誰でも」。そして「なんでも」、

「何があっても」、必ずネットにつなぐことができるようになるといった町を行政としても

しっかりつくっていきたいと思っています。 

 過去、現在、未来ということで、やってきたこと、今ちょうど直面やっていること、今後

やろうとしていることについてお話をしたいと思います。 

 まず過去に関してでございますけれども、最初にやったのは、この東京の町をもっとよい

ネットワークの町にする以前に、我々のこの働いている場所が Wi-Fi 環境がなかなかなか

ったりとかして、非常に場所にこだわる仕事しかできない環境でしたので、この都庁の中の

ネットワークをよくしようということで、ここをかなり整備して、かなりできるようになっ

てきました。２年前はこういう写真の雰囲気で、みんなが机に張り付いて紙の中で仕事をし

ていたのが、今ではかなりテレワークができるような、そんな環境に生まれ変わってきてい

ます。 

 職員の行動変化でありますけれども、ハード面、庁内 Wi-Fiを入れたり、大型ディスプレ

イを入れたり、Zoomとか IEしか使えなかったところに Google Chromeなども使えるように

してみたり、こういったハード面の整備、そして意識改革の面では、例えば私への説明は、

同じビルの中にいてもしばらくオンラインでやってほしいと、原則オンラインを徹底した
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り、さらにデジタルファースト条例というのを作りまして、これまでは行政手続は「デジタ

ルにしてもいいよ」だったのが、「デジタルにしないといけない」というふうに原則デジタ

ルというのを条例のレベルで定めましたので、これから新しい手続、過去のも含めて全てデ

ジタルになるということになります。 

 こういったハード、ソフト面の整備でかなり変わってきたところでコロナというのがあ

りましたので、かなり職員の行動は変わったなという手応えがありまして、ちょうど 24階

に中でも最も実験的なオフィス空間、公務員の働き方空間を今テストでやっているのです

けれども、そこの職員に定期的にアンケートをやっているのですが、約７割の職員の方が全

般的に見れば「このほうがやりやすい」と言ってくれているので、我々も自信を持ってこれ

を広げたいなと思っているところです。 

 二つ目、「つながる東京」に向けた取組のところでございますが、デジタルサービス局と

いうのが今年の４月にできたのですよね。その狙いは ICTのインフラ、いろいろなソフトウ

ェアというのはこれからの行政の基盤インフラであろうと。 

 これまで都市のインフラといえば、例えば道路は建設局というところがやっておりまし

て、2,500 人の部隊で 1943 年から造っています。水道のインフラに至っては 100 年以上前

から水道局ができていまして、3,600人の部隊でこの水道のインフラが造られている。 

 このデジタルだけが今までなかったので、まずはちゃんと部署を作ろうということでで

きたばっかりでございますけれども、デジタルサービス局を作りまして、東京の道路とか水

道というのは手前みそになりますけれども、非常に品質が高いのではないかと、世界的には

評価されていると思うのですけれども、デジタルも先輩の局の追いつき追い越せで、これか

ら伝統を積み上げて実力を積んでいきたいなと今思っているところであります。 

 「つながる東京」に関してはこんなことをしていましたというのを、少し報告したいと思

います。 

 まずは、都の持っている施設、土地はかなりあるのですよね。こういったものに今までは

携帯キャリアの方とかが基地局を置いて電波がつながるようにしたいという相談があって

もあまり前向きな対応ではなかったというのが正直あったのですけれども、その方針を変

えまして、相談があったら原則どんどんやれるようにしようと。なぜなら都民の持っている

公共施設で携帯電話がつながるというのはとてもいいことだから、それは積極的に民間の

推進を後押ししようではないかということで、今全部で１万 5,000 件ぐらいの緯度経度つ

きのデータベースになっていまして、これを各キャリアの方にお見せして、相談を受け付け
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ているところです。 

 あと、せっかくの取組ですので、データのフォーマットも含めて区市町村の皆様にも呼び

かけをして、一緒に推進していこうよと声をかけているところであります。 

 それから、せっかくの取組が民間のほうにも少し広がり始めまして、非常に多店舗展開を

されていて場所を持っている企業の方から我々もここに登録してみたいという声を頂いて

おりますので、新たに企業様と提携を結んでデータベースに入れるということも始めてみ

ました。 

 締結式もせっかくなので、ペーパーレスで、電子書面を使ったオンライン締結式をやって

いこうということで挑戦をしてみたりしましたけれども、絵作りがなかなか難しいのが課

題でした。 

 それから、実証フィールドも造って、民間の企業とか、それから大学の研究者の方がいろ

いろ試せるようにしようということで今やっています。 

 まず、西新宿のエリアに、今かなり 5G が面でアクセスできるようになっていますので、

大体駅から公園ぐらいまでは、来年度にはほぼ面になるのではないのかなというぐらいつ

ながるようになってきました。こういうところで、今写真でお示ししているのは、自動配送

ロボットをやってみようでないかということで、こういった取組をしてみたり、自動運転の

車についても、去年もやっていましたけれども、今年もしっかりやってみようという予定に

なっています。 

 あと、都立大学が、面全体が非常にかなり大きな、日本でも最大級かもしれませんけれど

も、全域でローカル 5G環境を今造っておりまして、ここでいろいろな研究ができるように

したり、それから都立産業技術研究センターというのがあるのですけれども、こちらにもロ

ーカル 5Gの環境を造りまして、中小企業の方が簡単にここに持ち込んで実験環境として機

器のテストとかができるような、そんな整備も今させてもらっています。 

 あと、オリパラ会場全部に 5G環境を入れようということで、これは 100%ではないですけ

れども、ほぼ 100%全ての会場で高速インターネットが使える。残念ながら観客が入らない

形になってしまったのですけれども、この「つながる」ということは今後も必ずレガシーに

なると思うのでぜひやりたいと思いますし、さらに今後は都庁のこのビルそのものも 5Gで

ちゃんと都民の人が来ても使えるようにしようということを今やっているところでありま

す。 

 あとは、「つながる」という面でいうと、学校です。255 校の都立の学校があるのですけ
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れども、この学校全てに Wi-Fiでつながるようにしようということで、これが一応できまし

た。 

 あとは「島しょをつなぐ海底光ファイバーケーブルを整備」ということで、これも実は昔

からやっていたのですけれども、ループ化しないところが幾つかありまして、台風とか来る

と海底ケーブルがよく切れてしまうのです。そうすると島がつながらない島になってしま

って、非常にこれはまずいということで、ループ化を今やっておりまして、一通りこれはル

ープ化ができたかなという状況であります。 

 今後の課題について少しお話して、皆さんから後でアドバイスがあればと思うのですけ

れども、ロードマップとしては、2025 年までにデジタルガバメントに都庁を変えていこう

と。「バーチャル都庁」と我々は呼んでいるのですけれども、職員がオフィスに来なくても

働けて、都民もこのビルに来なくても全部申請ができてしまうといった仮想空間の都庁に

生まれ変わろうというのが一つの目標です。 

 そして、2030年にはさっき言った、いつでも、どこでも、何があっても「つながる東京」

をつくっておこうというのが我々の目標になっているわけでありますが、「つながる東京」

に向けて一つ直面している、今後乗り越えないといけない課題は、二つ残っています。 

 一つ目が、通信が困難な地域がまだございまして、例えば多摩地区の奥のほうとか、島し

ょの島が全部で 11あるのですけれども、こちらで現状でも電波がなかなかよくないという

エリアが残っているのですね。誰一人取り残さないデジタルサービスをつなぐためには、誰

一人取り残さないインターネット、電波がないと手も足も出なくなりますので、こういった

ところにどうやって新しいテクノロジーで、できるだけ低コストにいいネットワークを届

けられるのかというのが今後の課題になるかなと思っています。 

 もう一つは、発災時でございます。地震とか水害とか、昨今では噴火のことも考えなけれ

ばいけないかなと思っているわけでございます。例えば富士山が噴火とかして火山灰がわ

っとなったときにネットワークはどうなってしまうのだろうかとか、そういったことも頭

をよぎるわけでございますけれども、この地震、水害、噴火のような大災害のときに、避難

施設にはどういった通信環境があるといいのかなとか、こういったものをこれからの「つな

がる東京」に向けては考えていっている点に今なっておりますので、後でもし助言があれば

と思っております。 

 「電波の道」で「つながる東京」をつくるというのをこれからも着実に進めていきたいと

思いますので、いろいろアドバイスを頂ければと思います。 
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 以上、私の説明にさせていただきました。 

○村井座長 ありがとうございました。今日はあと２名の方から、５分ぐらいずつで問題提

起、発表をしていただきまして、その後で皆さんいろいろご意見、ご質問等を承ろうと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、まずは大口先生、お願いいたします。 

○大口委員 では簡単に、私が関わっている、私専門が交通の分野でありまして、そうした

中で、つながるとか情報の活用とかというものの最近の動向について少し情報提供をさせ

てもらおうかなと、私が関わっているものについて、準備をさせていただきました。 

 一つは、今年、来年辺りが大きな切れ目になりそうだなということです。 

 これは村井先生がヘッドでやられている、一つ目が PRISM のプロジェクトが今年度いっ

ぱいで終わる中で、交通信号機に 5Gのアンテナをつけましょうというのが政府の活動とし

てやられているわけですが、これは総務省と警察庁との連携で行われていて、私のほうはこ

の中で警察が交通管制を 5G で高度化しようと、あるいはこういう警察のアセットに 5G の

アンテナをつけていくための制度設計とか、こういったことについて一通り今年度で何と

か片をつけようということをやっているところです。 

 これが具体的に動き出すことによって、こういったネットワークの設備、インフラが普及

していくための一つの取組にしようということ、それから交通信号モビリティそのものも

これによって高度化していきたいという取組になります。 

 それから、もう一つご存じの SIPについても、今第２期が来年度いっぱいで終わるという

形になっていて、自動運転という文脈の SIPも５年、５年で動いてきていますが、これがぼ

ちぼち終わりに向かっています。こうした中で、V2Nを使いながら、車両からネットワーク

を介してインフラシステムであるところの信号制御をしようとか、あるいは信号情報をネ

ットワークを介して提供しようとか、こういうものについて一通り標準的な取組を何とか

完成させようとしているところであります。 

 信号制御を高度化していくためには AIも十分に使いましょうということで、NEDOの施策

としての技術開発をやっておりますが、こちらも年度いっぱいで終わると。こちらは実証フ

ィールドも使った取組をやっているというところでありまして、こういったものを組み合

わせながら、道路交通をより円滑にして、CO2も減らしたいし、SDGSも含めて、かなり大き

なターゲットへ向かって、ワンステップ今年、来年辺りで実現されて、この先どうするかと

いう話が大きいポイントだと思っています。 
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 これは手前みそですが、私ども東大としても、実は佐藤先生にもご協力いただいています

が、実験フィールドをつくって、信号の高度管理についての取組をやっております。 

 それから、これもごめんなさい。実は動画にしていたのですが、これは経産省さんと国土

交通省の自動車局さんで、これまでも自動運転のビジネス検討会という取組があるのです

が、その傘下で、今年度から、これは少し新しい動きなのですが、SIP、自動運転が収まろ

うとしている中で、新しい取組として、具体的にレベル４と呼ばれる、いわゆる安全運転支

援ではなく、本当の自動運転を何とかサービスとして社会に定着させていこうという取組

で、無人自動運転ということで四つほどの取組をしていますが、このうちのテーマ４という

ところに、私ども東京大学のメンバーがかなり主体的に関わる形で取り組んでいます。 

 これが非常にチャレンジングな内容でして、インフラ協調、あるいは車車間・歩車間の連

携でということで、このデータの活用が非常に重要な要素、あるいはそのプラットフォーム

作りとか、標準化という辺りがあって、それを何とか実現していく中で、一般道の混在的な、

歩行者とかも自転車もいるような混在の場面で何とか無人の車両を走らせる。これは具体

的にはバスとかタクシーの代替になりそうな新しい仕組みとして考えられないかというこ

とについて、今年度から５か年の取組として始めている。こんな状況にありますということ

で、ご紹介をさせていただきます。 

 簡単ですが、以上です。 

○村井座長 ありがとうございました。引き続きまして、佐藤先生からお願いいたします。 

○佐藤委員 それでは私のほうから少し、前々回のお話のときにもさせていただきました

けれども、SNS を活用した交通情報提供のその後というところで、実際に少し幾つか事例、

ケース出てきましたので、オリンピック・パラリンピックの場合と、先日ありました震度５

強の地震のときの事例をご紹介できればと思います。 

 もともとこの SNS を活用した情報配信というところ、大きく分けますと二つの狙いとい

うところがございました。 

一つ目は、交通は社会を支えるインフラでありますので、自動車の中にカーティレマティ

クスという形のナビゲーションを含めて交通情報を提供するというのは、かなり日本は世

界に先駆けてシステムを作ってきたというところなのですが、昨今 MaaS であったりとか、

これから自動運転、こういうシステムが出てきますと、自動車内だけではなくて、これから

移動する、あるいは移動し終わった人にも、次の今度モーダルに移動するまでにどういうふ

うに情報をいつでもどこでも手に入れる環境を造るのかというところで、SNS が活用できな
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かという点。 

そしてもう一つは、障害とか災害が発生したときに、どういうふうに情報というものをな

るべく迅速に、必要なところに届けるのかということで、今年の頭に北陸のほうでかなり大

規模なスタックが発生したり、首都高でも、どうしても積雪がありますと C2のトンネルの

中とかもかなり厳しい状況になるというところもありましたので、そういうときにティレ

マティクス以外の手段で迅速に情報提供できるメディアとして、このような SNS の活用と

いうのを首都高さん、そして首都高さんの首都高技術というシステムを作っているところ

と協働で考えてきたという次第でございます。 

まず一つのターゲットが、オリンピック・パラリンピックの際に、開会式、閉会式、ある

いは中での大会の運営に応じて、入口のあるいは出口の規制がかなりダイナミックに入る

というところがありましたので、これから閉まりますよ、もう少しで開きそうですよ、こう

いう情報を広く提供するために少し使っていこうというところで、広報もかけた結果、オリ

ンピック・パラリンピックが始まる前にぐっとユーザー数が増えて、そして、その終わった

後も減ることもなく、堅調にその数字が維持しているという形になりました。 

そして、中では、開会式、閉会式、ダイナミックに規制が入るというときにアクセス数が、

折れ線のグラフでかなり伸びているのが見ていただけると分かるかと思うのですけれども、

その間に入っております８月 16日にありましたジャンクションの事故通行止め、こういう

事故通行止めのときにも、オリンピック・パラリンピックとは関係なく、そういうニュース

に関してのアクセス数が伸びているというところが見て取れたというところでございます。 

次のスライドが LINE のほうの事例になるのですけれども、LINEのほうもオリンピックが

始まる前のところからぐっと伸びまして、現在でも堅調にメディアとして活動していただ

いている。 

特にこちらのほうは、自分で必要なときに問い合わせて結果をもらうという形の双方向

のコミュニケーションスタイルなのですが、やはり多く規制が入っているときであったり

とか、皆さんの期待が集中する、あとは障害が起こったというときにアクセス数がぐっと伸

びるという傾向が見て取れるというところでございます。 

このように、オリンピック・パラリンピックであったりとか、規制というものが便利に使

っていただけますよというメディアを作って、ちょっと推移して、我々も運用も２年以上動

かしてきたところなのですけれども、次のスライドに行っていただければと思います。 

先日、10 月７日、千葉県北西部で震度５強の地震があったというケースがあったのです
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けれども、実は震度５強以上の地震が発生した場合というのは、首都高は入り口が全閉鎖さ

れて、全線が一旦通行止めになります。 

その後、安全確認のために緊急点検が全線で実施されるという形になりまして、これがお

おむね大体３時間強かかると言われているのですが、それは状況によって刻一刻変わって

いくのですね。 

これを実際に起こったときに、平時では自動配信で基本的には首都高の方たちは確認し

ていくだけで、どこでこういう規制があります、どこでどういう状況がありますというのは

自動的にシステムでつぶやいていくのですけれども、このような５強のシステムが入った

ときには、首都高さんのほうでご判断いただいて、手動できめ細やかな情報を配信するとい

う形にスムーズに移行できるということ、これまでも訓練しておりましたので、オリンピッ

ク・パラリンピックも含めて、今回５強の地震があったときには迅速に、自動のシステムと

手動のシステムというものが連携する形で情報配信を実現できたという形になっておりま

す。 

次のスライドは、特にここはオペレーターさんからの情報が直で出てくるというところ

なのですが、通行止めの解除見込み、まもなくこういう状況ですという形でご連絡をさせて

いただいて、通行止めが全線解除になって、入り口の解除も行われますという形で、情報を

逐次出すことができたことによりまして、もちろんユーザーの皆様には少しご迷惑がかか

ったところはあるとは思うのですけれども、少なくとも状況が分からなくてというところ

の不安の解消にはつながったのかなと感じております。 

次のスライドを見ていただきますと、特に災害の発生しているときは、それ以外のときに

対して自動配信の情報に対しても４倍ぐらいの閲覧数、手動で送った解除見込み、そういう

情報に関しては 10倍ぐらいの閲覧数というものが届いておりますので、ツイッターやこう

いう SNS を使っての交通情報配信というのはニーズも高いというところもありますし、ま

たユーザーからこういうところでこういうことが起こっているとか、こういうふうにして

ほしいというフィードバックも直接届きますので、次のときにはどうすればいいのだとい

う改善も気づきやすいという、こういうプラスのサイクル、フィードバックというものも作

りやすいのかなと感じた次第でございます。 

次のスライドに、最後にちょっとまとめさせていただいておりますけれども、「交通情報

の SNSによるオープン化」、一つの一事例ではあると思うのですが、一つ一つこれまではリ

ージョンごとに分けて作られていた情報化というものがオープンになることによって、自
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動車の中だけではなくて、これから移動する人、移動しようかと思っている人、そういうい

つでも、誰でも、どこにでも情報が必要なところに行き渡るというアクセス可能というとこ

ろが一つ可能になってきているかなと。また、MaaS 等の普及展開に向けて、こういう交通

情報のオープン化というのはこれからますます重要になってくるのかなと思っているとこ

ろでございます。 

あともう一点、先ほど副知事のお話にもありましたけれども、災害が発生したときにとい

うところなのですが、我々もずっと自動車の情報化をやってきたときに、災害のときに役に

立ちますとか、あとツイッターとかでも雪が降ってきたらつぶやきますというアカウント

とか、事故があったときにつぶやきますというアカウントもあったりするのですけれども、

災害のときにしか動かないサービスというのは災害時にあまり利用されない傾向があるの

です。 

日頃から便利である、利活用されている、こういうシステムというものが災害のときにど

のような振る舞いができるのか、あるいはどういうサービスが提供できるのかということ

を平時のときに確認しておいてやっていくと。何せ、ユーザーさんももちろん災害のときに

このアプリケーションを入れてくださいと言われてもネットワークがひどい状況になって

いたらダウンロードできないですし、利用者も不慣れですけれども、なによりもオペレータ

ーの方たちも災害のためのシステムはふだん使っていないので不慣れですから、慌てて使

おうと思ってもなかなか難しい。 

そうなってきますと、日頃動いているシステムをいかに災害のときに役に立てるのか、そ

して、必要な情報を必要な人へ届けるという意味では、通信というものも一つの大きなライ

フラインだと思いますので、これからもユーザーからの直接の声を聞きながら、首都高さん

とのサービスもより高度化していければと思いますし、このような観点から、公共の交通情

報、あるいは様々な情報の配信というものもオープン化が進んでいくのがいいのかなと思

っているというところでございます。 

○村井座長 ありがとうございました。３人の方から発表していただきまして、今日はスマ

ート東京・TOKYO Data Highway戦略推進協議会ですので、大口先生の自動車関係、これも

公共空間という道路をどうするかという取組をご紹介していただきました。それから、首都

高の観点から佐藤先生からお話を頂いたので、いろいろなことがあると思うのですけれど

も、質問がそれぞれ、大口先生、佐藤先生にもあると思うのですけれども、これも含めて、

最初皆さんのほうから、このデジタルファーストという東京都の取組から、それで「つなが
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る東京」ということで、大体インターネットでいろいろなところをつないでいこうというこ

とをやっているときには、例えば今総務省がその戦略をやるというときはレジデンスベー

スなのですよね。それで家をいかに何パーセントできるか、大体カバレージはそうやって計

られているのですけれども、今のお二人の話はいわば公共空間、３人とも、宮坂さんの話も

公共空間ということで、この家をつなぐとか、人をつなぐというところからこの空間をつな

ぐというふうにインターネットが発展するという観点で、レジデンスベースから公共空間

へという、このことのインパクトはどう見ていけばいいのか、また東京都がどういう取組を

していけばいいのかという視点から始めたいなと思うのですけれども。 

 林さん、インターネットの最初のときからいろいろな広がりをこうあれしていますけれ

ども、その家庭をつなぐとか、それから人をつなぐというところから出発したインターネッ

トが、空間をカバーする、公園とかいろいろなところの紹介がありましたけれども、こうい

うことのどういう方向で、また都は関わって、進めていけばいいか。あるいは、都民はどう

いうふうにそれを使っていくのかということで、少しお考えをお聞かせいただければと思

いますけれども。 

○林委員 いきなり来るとは思わなかったのでびっくりしているのですけれども。 

○村井座長 そういうものです。 

○林委員 そういうものですよね。そういうものだと思って、今楽しく、もう楽しもうと思

って、今逆に吹っ切れたのですけれども。 

 まず、宮坂さんをはじめとして、東京都がすごくデジタルに対して前向きな雰囲気という

のはすごく私たちも受け止めていて、それは都民の一人としてすごくうれしいなと思って

いました。 

 今というのは、最初に伝えたかったこととして伝えるのですけれども、レジデンスベース

というものから公共空間へというのが、一つ思うのは、要は住居がある場所は、寝てるとき

とかはそうなのですけれども、働いているときはレジデンスではない。だから、レジデンス

ベースでということ自体が、実はこれからあまり意味がない、意味がないとは言わないけれ

ども、実は半分しかカバーしていないと思っていて、むしろ働いていているときに何か起こ

ったらどうするのかというと、つまり今までは家、家庭というものがあって、そしてそのレ

ジデンスというものがあってというものが、例えば渋谷区での政策でも、渋谷区民のことを

対象にするのではなくて、渋谷民、要は渋谷で働いている人も渋谷区の大切なステークホル

ダーなのではないのかという話を渋谷区の政策でもしているように、実は、東京というのは、
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千葉に住んでいても、あるいは埼玉に住んでいても、東京で働いている人もいれば、東京が

好きな人もいる。そういう人たちは対象ではないのかというと、対象ですよね。そういう意

味では、レジデンスというものではなくて、公共空間だったり、空間単位で場所をつないで

いくというのは、すごくそのとおりだなと思っていて。 

 私、特に佐藤先生の話を聞いていて疑問に思ったのが、教えてほしいのですけれども、東

京都が提供するサービスだと、東京都が主管している地域しか情報を提供しないではない

ですか。だけれども、車を運転している側からすると、今はここが東京都なのか、千葉に入

っているのか、神奈川に入っているのかは、そんなに細かく意識はしない。だけれども、サ

ービスを提供する側は「いや、ここは東京都だから」ピシっというふうに切れてしまう。で

も、そこをオープン化するということも含めて解決していくのかななんて思っているので

すけれども、そこをどういうふうにつながっていくのかということを教えてほしいなと思

っていました。それは、つまりレジデンスというものから公共空間というものに広がるとい

うものとちょっとつながってくるのかなと。 

○村井座長 ちょっと後で首都高の質問は取りまとめて聞いていこうと思うので、ちょっ

と。ありがとうございます。つまり、公共空間に広がるということと、それから今林さんご

指摘になった、いわばインバウンドというか、東京都民ではないけれども、その空間を使う、

そういう公共空間のことだと思うのですが。 

 あと、宮坂さんが学校のこともお話になっていて、学校とか、それから災害のときに集ま

る避難所なども公共空間で、これがどうやってつながっているのだと、「つながる東京」と

いうのはそういうのが大事だなと思いますけれども。 

 大川先生、聞かれていてどうですか、そういう。少し空間としてのカバレージを 100%に

していくというのが「つながる東京」の一つの考え方で、今までよりもちょっと新しいアプ

ローチをしていて、今林さんがおっしゃったように、これは東京のボーダーを越えてそれは

広がって、大体、東京のこの政策は、もうお分かりだと思いますけれども、つい先週、総理

は田園都市 Data Highway構想とおっしゃいまして、これはどう考えても東京から始まって

日本に広がっている的な感覚を私たち持っているのですけれども。 

 いずれにせよ、そういう意味では、東京は先導しなければいけないと。こういう意味で、

大川先生、どうですか、ご自身の立場から。 

○大川委員 私は長い間アジアの大学をつないできたのですけれども、ファイバーはない

ところは別のメディア、すなわち衛星などを使って、要するにレジデンスベースではなくて、
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空間をそもそもカバレージできるメディアを使うということがすごく大切なのですね。 

 我々もフィールドに、そんなに町の中ではないかもしれない、そういうところでもフィー

ルドワークができるという研究教育ネットワークのためには、空間カバレージはマストで

す。なので、多分村井先生の前で自身のことを語るのはちょっとあれなのですけれども。 

 例えば、低軌道衛星とか、今年、2022 年から実証実験が各社始まりますので、東京都が

そういうところをがつんと、がっちり組んで、実証実験していくというのはすごく面白いの

ではないかなと思います。 

 それから、佐藤先生もおっしゃっていたように、災害時は本当に毎日使っていないと駄目

なのですよね。私は、今までの中でハイウェイというのは、行政が造って誰かが使うと、そ

ういうイメージがあるのですけれども、これからの行政はもうちょっと市民がちゃんと参

加ができる行政であるべきだと私はすごく思っていて、なぜかというと、私は北区生まれで

東京にずっと住んでいるのですけれども、自分の町ということを考えると、汚くしないし、

壊さないし、もっとよくしたいということが生まれてくると思うのですね。 

 ついこの間、例でちょっとだけ挙げさせていただきたかったのが、東京都渋谷区で８月に

やったマンホール聖戦というのをご存じの方もいらっしゃると思うのですが、渋谷区中の

マンホールの写真をみんなで撮って上げようよというゲームを始めたのですね。これは民

間企業と NPO が組んで、老朽化したマンホールのメンテナンスのための基礎情報を取ると

いうので、マンホールの中の絵にはすごくいろいろなマークがついていて、それを見ただけ

でいつ作ったかが分かる。それが三日間で１万以上のマンホールの写真が 600 人ぐらいが

参加して、本当にゲーム感覚で集まったのですね。 

 そういう形で、いろいろな形の市民参加型の行政というのができるのではないかなと、こ

の８月に思っていたら、それが全国に今広がっていて、第４回みたいになっているのがすご

い面白いなと思っているのですけれども。これは本体は行政ではなくて民間企業だったの

ですが、多分行政もソーシャルインパクトボンドのような仕組みを使うと、今までのやり方

を踏襲しない、バリューだけを考えた新しいやり方というのができると思うので、それが日

頃使っているデジタルということになっていくといいなと思いました。 

 なので、カバレージに関しては少しテクノロジーの村井先生などにご助言いただきなが

ら、今すごくいろいろできることがあると思います。 

 それから、行政に関しては市民参加型ということがこのデジタルハイウェイ、道を造るだ

けでは道は使われないので、ぜひそっちのことも楽しくやっていけるといいのではないか
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なと思いました。 

○村井座長 すごく大事なポイントですよね。台湾のオードリータンさんと話していると、

リテラシーとコンピテンシーは違うといって、リテラシーというのは言われれば使えるよ

ねみたいな話だけけれども、コンピテンシーというのは自分が関わって自分のためにどう

やって使うかとか、今のはもっと本当に市民参加型の話だと思うけれども、そうやっていか

ないと本当に国土全体のカバレージはできないということがありました。 

 さっき林さんが、東京都から外れたときどうするのだみたいなコンテンツだったときに、

大口先生、道路というのは、いろいろな意味の行政、つまり今ハイウェイが誰かがやってい

るでしょうと大川先生も言っていたけれども、つまり道路は主人公、持ち主が全部違います

よね。交差点でこっちの道はこの人が持ってて、こっちの道はこの人が持っているみたいな

ことで信号とかできているわけですよね。そうすると、こういうトラフィックと公共空間で

も全然プロバイダというか提供者が違う、公共の提供者の自治体のレベルも違うわけです

よね。こういう中で、交通というのはそもそもやっているわけですけれども今までも、こう

いう今 5Gでコミュニケーションと公共空間が重なるというときに、行政レベルの違いみた

いなもので苦労されることはないですか。 

○大口委員 今までずっとその苦労ばかりだと思います。先ほど林様がおっしゃられた、都

とか県のボーダーは利用者が意識しないよねというのは、同じように首都高か NEXCO かど

こで切り替わったかなんて普通利用者は認識していないですね。おまけに同じ NEXCO でも

料金体系が途中で変わったりとか、こんなのもよく分からない、とにかく料金所があるから

お金を取られてしまったみたいな、そういう感じだと思います。 

 今、村井先生ご指摘いただいたように、今のは高速道路ですが、一般道路だとさらにヒエ

ラルキーがあって、国が直接管理している道路、それから県とか、それで市町村と、こうい

うのがあるのですけれども、例えば私横浜住まいですが、横浜みたいな政令指定都市は県よ

りよっぽどパワーがあるので、横浜市道のほうがよっぽどいい道路ができていてというの

が結構シャビーだとかコートもあったりします。 

 今言われたように、利用者からするとそれに区別がない、さらに厄介なのは農道とか公安

道路とか道路法にはまた関係がない体系が、また県の公安管理者とか市の公安管理者とか

いたりするので、大変厄介な構造をしています。 

ただ、こういうデータが、先ほどの佐藤先生の話もそうなのですけれども、データの流通

側のほうが非常にボーダレスになって、非常に流通が進むようになっている。まだまだ一つ
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は国のオープンデータ化とか、今回のデジタル庁も含めて、その流通をさらにより流通をさ

せやすくする、その抵抗を少なくしていく、あるいはそれが非常に瞬時にいろいろなところ

で使えるようになっていくということは、一つの大きなうねりになっていて、今言われてき

たようなボーダーに対して、何かボーダーでこだわっていても仕方がないという、そういう

風潮が今出てきているところだと思います。 

なので、TOKYO Data Highwayもそうだと思うのですが、トップランナーになれる人がい

いモデルを見せていって、そこでこれだけの楽しさとか、メリットとか、あるいは救われる

安心感とか、そういったものが享受されるということをアピールしていくということが、そ

れによってフォロワーがついてきて、うちもやってみようと、そういう話になるのだと思う

のですね。 

だから、東京都が、まさに宮坂さんとこで始められた COVID-19に関するデータをバッと

様々なハッカーの人たちにやらせるみたいな、ああいうスタイルで一気に各市町村に広が

ったように、この Data Highwayが進むことで、例えば交通のマネジメント管理であるとか、

あるいはその人々の行動であるとかに対して、こういうメリットがあってこんなにいいこ

とがあるというのが、トップランナー的にどんどん伝えられて、それがいろいろなほかの地

域における、市民側がどんどん参加しながらそういうことを起こしていくということのう

まい引き金にできるというのがいいのかなどと思いながらお伺いしていました。 

○村井座長 ありがとうございました。佐藤さん、さっき林さんが言ったように、首都高が

どこからとか、今大口先生も言ったのもあるけれども、そこの区別というのはあまりないけ

れども、一方では、ツイッターとか SNSというのはボーダレスですよね。 

○佐藤委員 おっしゃるとおりですね。 

○村井座長 それから、さっきの市民参加と大川先生が言っていた、聞いていて返事とかす

れば、そういうこともまた付加的についてくるという、こういう公共空間の情報流通、災害

のことをさっきおっしゃったけれども、これでこういうソーシャルネットワークとか、ある

いは市民の情報みたいなものが公共空間とうまく組み合わさっていくというのはとてもい

いことだと思うのですけれども、これを進めるためにはどんな課題があるのですかね。 

○佐藤委員 まず、おっしゃるように、今までの、最初に、そもそも VICSというリアルタ

イムに交通情報が、どこが混んでいるというのが降ってくるというのは日本が世界で初め

て作ったシステムで、あれができた当時は世界初、超画期的なシステムだったとは思うので

すけれども、やっぱり通信の制約で、初期の VICS は FM 多重で受けるときに県境を越えた
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情報が入ってこないであったり、そのうち地域ごとにという作られたシステムというとこ

ろの壁が、今の令和の時代でも多少残ってしまっているところがユーザーにとって、インタ

ーネットの世界では本当にボーダーがないのに、システムの出自とかレガシーのところと

いうのはちょっと残っていて不便が出てきているというところは、ただこれは必ずいずれ

解消されていくのかなと思いますし。 

 先ほどの大口先生のお話、V2Nを活用してというところで、今までは ITS、車の交通とい

うのは車中心になって、いろいろシステムとしてがっちり作っていこうと、これはこれで安

全安心であったりとか、自立運転のために必要な部分はあるかとは思うのですけれども、情

報としてはもっと流通することによって、新しいサービスであったりとか、利便性というと

ころにはつながってくるという、ここでボーダレスが一つ出てくるのかなとは思います。 

○村井座長 つまりボーダレスにするとさっき林さん言ったやつを、例えば首都高の情報

とか、そういう限定的な情報から広げていくためにどうすればいいのですか。 

○佐藤委員 今の道路交通情報を提供するというシステムは、道路交通情報センターとい

うところが一括して集めて配るというシステムになっているのですけれども、そこをもう

少し柔軟に変えて、それぞれの道路主体が、例えば必要だと思う情報は適切に発信できるで

あったりとか、そういう構造的な形でももしかしたら変えていくと、よりユーザーにとって

便利なシステムになっていくのかなという気はしますね。 

○村井座長 ありがとうございます。宮坂さん、今先生方の一通りお話を伺ったのだけれど

も、幾つかのポイントとして、都民、市民、都民に限らないで、東京都にいる人はというこ

とだと思うのだけれども、そういう人たちの目線にならなければ駄目だということと。それ

から、その人たちが参加をできるような仕組みをやっていかないと、スケールしないだろう

と、カバレージ、全部がつながるというときにはインフラだけで提供できるのではなくて、

一人一人が参加しなければいけないだろうという点。 

 それから、もう一つかなり大きな期待は、東京都はいわば先導者として、日本の先導者で

あり、地方行政の先導者であり、そして、結局は世界の先導者になる。さっき、佐藤先生が

こういう VICSとか、そういう交通のシステム、情報というのは世界の冠たる日本として始

まっているのだというお話もありました。当然それは東京都の中で一番いい見本があるの

でしょうね。そうすると、世界にお手本、あるいは世界に対しての働きかけみたいなことを

ある意味やらなければいけないだろうというようなことだと思うのです。 

 今までの話を聞いて、宮坂さん、どうですか。 
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○宮坂委員 今、先生のほうから、せっかくつながるようになったのであればそれをどう市

民が使えるようにするかとか、市民参加型をどう考えるのかという話と、日本をリードする

ような動きをどんどんやったらどうかという、二つ今頂いたと理解しているのですけれど

も。 

 一つ目のほうは本当におっしゃるとおりでして、インターネットというのはアップロー

ドとダウンロードがあるわけですが、どうしても今まで市民というのはダウンロード、受け

る側のほうで都の中でやっていたわけですけれども、せっかくこれだけネットワークがつ

ながるようになったら、まちづくりにアップロードで参加できるようにするというのが、健

全な進化だと思うのですね。その一つがオープンソースで参加するですし、先ほどのマンホ

ールの話も、あれも一つのアップロード側で参加するという話だと思うのですけれども。 

 もう一つ、最近都もそれは一生懸命やろうと思っていまして、ちょうどつい先日に、東京

都で初めて都知事杯ハッカソンというのを始めたのですよね。行政としていろいろな都政

課題があるので、それをいろいろなエンジニアの人とか市民の方にアプリケーションを作

ってやってみませんかみたいな、市民の力を使って行政デジタルサービスを作るという、こ

れはまだ第１回目の試みなのですけれども、これからはできるだけ市民がアップロードす

る側にどんどんどんどんなっていって、スマートシティはある意味でパブリックドメイン

のデジタル資産が増えることではないかと思うのですよね。プライベートカンパニーのデ

ータも大事ですけれども、パブリックなソフトウェアとか、パブリックなデータがまだまだ

ちょっと足りないので、そういったものをどんどん増やしていく動きというのは、ご指摘の

とおりぜひやりたいなと思っています。 

 二つ目は、日本をリードするというところでいうと、先ほど 5Gでコミュニケーションの

部分と公共空間が重なったという話を村井先生がおっしゃっていて、なるほど確かにそう

かなと、今では手のひらがインターネットにつながって、もしもしというのをつながすだけ

ですけれども、ある種空間が丸ごとつながるインターネットオブ空間みたいな感じ、本当に

文字どおりなるわけですよね。その空間の中に当然公共空間を入れないと、これはみんなの

公共空間ですから、当然の正しい進化ではないかなと思っています。 

 さっきちょっと、今後またぜひいろいろ教えてもらいたいのが、大川さんがおっしゃった

ような、低軌道とか、成層圏といった、これまであまり行政が見ていなかった部分なのです

けれども、東京の上にも無限に空がつながっていますし、ちょうど先日 ZOZO にいた前澤さ

んが空から国内に電話をするというのを聞いて、改めてつながっているのだなと思ったの
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ですけれども、ああいったものなどをちゃんと見据えて、それがすぐどうかなるとは思えま

せんけれども、研究開発の一つとしてちゃんと目を配っておかないといけないなというの

は、ちょっと今、大川先生のお話を聞いて思ったところです。ぜひ、またいろいろ教えてく

ださい。 

○村井座長 ありがとうございました。今のテクノロジーは、最初にレジデンスベースでス

タートしたのだよねということで家をつないでいくとか、電話もそうですけれども、そうい

うところから始まってきて、5G ができて、いろいろな空間でもアンテナが立っていればつ

ながるなというけれども、そのカバレージは人間の動きに従ってきた。 

 今この２、３年でどうもできそうだということは、カバレージ 100%、国土カバーで 100%

インターネットインフラみたいな、いろいろな形の組み合わせでできるだろうと、そうなっ

たときに、人はどうするのかということがあるし、産業はどうなるのかということもあるし、

東京都も一次産業、二次産業、三次産業、それぞれあるわけですし、それから、特に海の向

こうに東京都があるのですよね。島がある。そうすると、こういうことをつないでいくため

にはどうすればいいかというために、ちょうど道具立てがそろってきたみたいな話がある

から。 

 そうすると、考え方として、この公共空間、東京都のいわばカバーを 100%にしておく。

それは何で 100%で、どういうモデルで、つまりこれ税金でやるのがどこまでで、民間がど

こからやってくれて、あるいは場合によっては今回国が田園都市国家構想というデジタル

田園都市構想でそこにも Data Highwayという言葉を入れていたわけですから、つまり国と

の連携という責任も出てくると思うのですね。これも含めて、多分今日お話しいただいたよ

うなことができるということは進むと思います。 

 一方では、さっきの佐藤さんの話みたいな、あるいは皆さんおっしゃったような、市民が

どういうふうに行くのかとか、それから、大口先生と佐藤先生、今日お話していただいて、

その議論をする時間が取れないとは思うのですけれども、ドライバー、それからドライバー

というのはさっき林さん言ったようにどこからどこかで東京は通過点の一部かもしれない

し、一方ではドライバーは一人で運転していたらツイッター読んでいられるのかみたいな

疑問を持った方もいらっしゃると思うのだけれども、情報をどうやってドライバーに伝え

るかとか、そういうのも今の自動運転とかそういう、今度は自動車と交通の技術の中のテク

ノロジーが、これも非常に早く進歩していますから、いろいろ変わっていくというときだと

思うのです。 
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 変わっていくときに、行政がきちんとその変化、非常にテクノロジーによって環境も急速

に変化する、こういう変化に行政がどういうふうについてくるのかというのも、あるいは対

応できるのか、あるいは先取りできるのかということまで多分東京都には期待されるのだ

と思いますので、そういう意味でも、皆さんの専門家のご意見を聞こうかなと思います。 

 時間がなくなりましたので、でも一言言わないと気が済まないと思うので、本当に一言だ

け、お一人お一人ちょっと、一言というふうに言ってください。では、佐藤さんから。 

○佐藤委員 大川先生おっしゃったような、エンゲージメントはすごく大事だと思うので

すね。実際にツイッターで地震のときにも、ユーザーのほうから地震が起きたときには真ん

中を空けましょうと、パトロールカーだったり、救急車が走るから、車を脇に止めましょう

と、お互いに呼びかけ合うみたいな、そういうムーブメントがあるとエンゲージメントが上

がると思うのです。 

 一方で、デマであったりとか、少し怪しい情報みたいなものというのも SNS で出てくる、

こういうときに、パブリックにちゃんと信頼性がある情報というのもある程度発信してい

く、それでいい関係をユーザーとお互いに築いていくという仕組みが大切なのかなと思っ

ております。 

○村井座長 ありがとうございます。大口先生、お願いします。 

○大口委員 一時期、１億総インテリジェンスみたいな話がありましたけれども、人々のあ

る種の倫理観と、それから公共心のようなもの、そういったようなものを一定程度上手に活

用しながら、行政活動とうまく連動ができることで、今いろいろ言われてきたような次のス

テップへの課題のヒントになるかなということを感じて、今お伺いしていました。以上です。 

○村井座長 ありがとうございます。大川先生、どうぞ。 

○大川委員 先ほど林さんが、東京にいる人はみんな都民というふうに言っておられまし

たが、もう一つ、都民がいる場所が東京というのも逆に考えてほしいと思います。 

 私たちはいろいろなところに行くのですけれども、今私たちの大学では、いろいろなとこ

ろから日本に帰ってこられない学生がいっぱいいて、あなたがいるところが私たちの大学

なのですというふうに、どうやったらテクノロジーができるかというのをずっと考えてい

るのですが、同じように、都民がいるところは全部東京というのをぜひ考えてもらいたいと

思います。 

○村井座長 それは大変重要です。今日我々がどこに行こうと東京都とバインドされてい

るから、その情報にはアクセスできなければいけないという。 
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○大川委員 そうなのです。 

○村井座長 分かりました。では、林さん、お願いします。 

○林委員 まさに今大川先生が言ってくれたように、他県に住んでいても東京にいる人も

東京だし、東京で生まれて今国外にいる人も東京ではないですか。そうなってくると、どう

やってオープンにしていくのかというと、まさに私は、一人一人が、コミットするしかない

と思っていて。つまり、今までは行政がやってくれて、都民はそれを聞くだけだったという

ものから、本当に都民なりあるいは東京都を愛する人たちが自ら参加し、そこに東京都も加

わるというという形に変わっていくときだと思うのですよね。それを何でやるかというと、

私はやっぱり地震への予防かなと思っています。以上です。 

○村井座長 この国は、とにかく災害に対する対応というのをさっき道路のいろいろなレ

ベルの関わり方がステークホルダー全員ですから、それで必ず来るということをどう考え

るか、まさに一人一人が関わって、助け合わなければいけない領域ですからね、これをむし

ろもっと我々は、共有している我々はいつでもある意味で、今日、今お話があったことでは

強い立場にあるのでしょうね。 

○林委員 そうですね。また今度にします。 

○村井座長 今度にしましょう。ありがとうございました。新しく参加してくれた方、戸惑

われたというので、司会の不手際でございますけれども、時間ぎりぎりになってしまいまし

たので、ここで今日は私の進行は終わりにして、事務局へ進行をお返ししたいと思います。

どうもありがとうございました。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 村井座長、どうもありがとうございました。 

 最後に、デジタルサービス局長の寺﨑から一言ご挨拶申し上げます。 

○寺﨑デジタルサービス局長 デジタルサービス局の寺﨑でございます。本日は大変お忙

しい中、本協議会にご出席を賜りましてありがとうございました。また、本当に時間がない

中で、それぞれ各委員の先生方から、災害から、いろいろ交通情報を含めて、幅広い視点で

スマート東京の実現に向けて、大変貴重なご意見を頂戴しましたことを改めて重ねて御礼

を申し上げます。ありがとうございます。 

 本日頂きましたご意見につきましては、来年の１月に開催を予定しております第３回の

TOKYO Data Highwayサミットに報告をさせていただきますとともに、これから我々進めて

おります都政の DX並びにスマート東京実現に向けたそれぞれの施策の中にしっかり反映し、

この事業のブラッシュアップに生かしていきたいと考えておりますので、また先生方、いろ
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いろな機会にご指導賜れればと思っておりますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 以上で私の本日のお礼のご挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。 

○芹沢ネットワーク推進担当部長 これをもちまして「第４回スマート東京・TOKYO Data 

Highway戦略推進協議会」を閉会いたします。委員の先生方、本日は誠にありがとうござい

ました。 

午後１時 57分 


